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研究背景 ❓
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1438分 2302分 580分 937分
全体：30.0±2.5℃
屋内：31.2±2.1℃
就寝：27.5±0.6℃
屋外：31.2±2.8℃
エアコン： 28.6±1.6℃

（井上ら，2016）
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高齢者：高温多湿環境下で生活している
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・性差なし
・20 < 70, 80歳
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高齢者の高温多湿
・7～9月
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まとめ （１）70・80歳代の男女高齢者は若
年者より7月から9月に高温多湿
の屋内に滞在した．

（２）高齢者はエアコンディショナー
の使用時間が短く，使用した際で
も屋内温度が高かった．

高齢者は若者より日常生活下
で熱中症に罹患しやすい

+ (自律性体温調節の低下)

高齢者には熱中症予防に向けて部屋に「温湿度計」
を置き，屋内温度をこまめにチェックし，それを28℃
以下に保つように提案したい．
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